








































































































こ の、 人 間 に 備 わ る「 過 ち や す さ（ 可 謬 性
failliabilité）」とは、「悪が可能であるようにしている、
人 間 の 組 成 上 の 弱 さ（faibless constitutionnelle）」









































































































































































































































































































（1988b, p. 157）, 邦訳216頁）。
人間の可謬性は、こうした「裂け目」、別の言い方で、
根源的肯定と実存的否定性との「人間のこわれやすい






















的である」（Ricœur （1988b, p. 161）, 邦訳221頁）。あ
るいは別の箇所で、彼ははっきりとこう書いている。
「悪がいかに根源的であろうとも、それは善ほどに原
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（Ricœur （1969, p. 422）.）



























































0 0 0 0 0 0 0
なのである
0 0 0 0 0
」（Ricœur （1988a, p. 27）, 邦訳43頁）。
₆） なおこの論文は、リクールの論文集『レクチュール₃』
に収められているのと同じものであるが、本論では単行





















（ex. Ricœur （1994, p. 27）, Ricœur （2004, p. 63） etc. cf. 
Ricœur （1969, pp. 400-401 and p. 427））。この言葉が示
している逆説は、リクールの思想において、「等価性
の論理」とは対比された逆説的な「満ち溢れの論理（la 
logique de la surabondance）」としてきわめて重要な役
割を担っている。それは、「私たちは、悪そのものが、
満ち溢れのエコノミーの一部をなしていることを感じ取







ラクシス） （b） 徹底操作（カタルシス－ Durcharbeitung） 
（c） 赦 し 」の₃つ を 挙 げ て い る（Kearney （2006, p. 
212））。彼は「実践的理解」について、それが提供する
最終的な反応とは「悪に抗して行動すること
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
」だ、と書
いており、こうしたことからすれば、本論は、Kearney
の整理に従うならば「実践的理解」のアプローチに焦点
をあてたものだ、ということになるだろう。
※本研究はJSPS科研費 JP15K01981の助成を受けたものです。
（平成28年₉月30日受理）
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